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に
関
す
る
業
務
の
う
ち
建
築
確
認

申
請
の
実
績
は
、
平
成
３
年
度
か

ら
１０
年
間
で
年
平
均
８
７
０
件
、

接
道
許
可
等
の
建
築
基
準
法
に
係

る
許
認
可
は
年
平
均
３４
件
で
、
ト

ラ
ブ
ル
等
は
な
か
っ
た
。

民
間
開
放
で
役
所
の
業
務
が

相
当
減
っ
た
が
、
そ
の
他
の
建
築

指
導
課
の
担
当
業
務
は
。

平
成
１１
年
５
月
１
日
施
行
の

建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
、
民
間

の
指
定
確
認
検
査
機
関
で
も
業
務

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
本

市
の
建
築
確
認
申
請
件
数
の
約
９５

％
が
民
間
指
定
確
認
検
査
機
関
に

て
業
務
が
行
わ
れ
、
本
市
の
業
務

は
減
少
し
て
い
る
が
、
民
間
指
定

確
認
検
査
機
関
が
行
う
確
認
検
査

が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
確
認
や
指
示
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
件
数
が
２９
年
度
５
５
０
件
あ

っ
た
。
ま
た
、
道
路
や
用
途
地
域

な
ど
の
確
認
、
建
築
計
画
概
要
書

の
閲
覧
、
台
帳
証
明
書
の
発
行
、

都
市
計
画
地
図
等
の
販
売
、
建
築

や
耐
震
関
係
な
ど
、
窓
口
や
電
話

で
の
対
応
が
１
カ
月
約
８
０
０
件

あ
る
。
さ
ら
に
、
建
設
工
事
に
係

る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る

法
律
な
ど
に
よ
り
、
市
で
な
い
と

処
理
で
き
な
い
審
査
確
認
受
理
業

務
が
年
間
約
４
０
０
件
あ
る
。

都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
の

許
認
可
は
、
市
を
経
由
し
て
県
が

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
件
数
と
県

の
手
数
料
収
入
は
。

平
成
２９
年
度
実
績
は
、
開
発

行
為
の
橿
原
市
域
に
係
る
事
前
相

談
８３
件
、
橿
原
市
開
発
指
導
要
綱

に
基
づ
く
本
市
へ
の
事
前
協
議
６３

件
、
開
発
行
為
の
許
可
申
請
４６
件
。

開
発
行
為
の
許
可
申
請
に
係
る
県

の
手
数
料
収
入
は
２９
年
度
約
４
７

０
万
円
で
あ
っ
た
。

市
が
検
査
す
る
上
で
い
ろ
ん

な
資
格
が
必
要
だ
が
、
職
員
の
資

格
取
得
に
対
す
る
補
助
は
。

資
格
保
有
の
利
益
が
最
終
的

に
職
員
個
人
に
帰
属
す
る
と
考
え

お
り
、
資
格
取
得
の
公
費
負
担
は

し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
費
用
負
担

以
外
の
面
で
「
橿
原
市
人
材
育
成

基
本
方
針
」
に
の
っ
と
り
資
格
取

得
を
計
画
的
に
後
押
し
し
た
い
。

若
い
世
代
に
住
み
よ
い
魅
力

あ
る
ま
ち
と
選
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
自
主
性
の
あ
る
き
め
細
か
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
民
間
が
積

極
的
に
土
地
活
用
を
図
り
固
定
資

産
税
と
い
う
安
定
財
源
を
で
き
る

だ
け
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。
職
員
も
育
っ
て
お
り
、

先
日
の
総
務
・
建
設
常
任
委
員
会

合
同
意
見
交
換
会
で
建
築
士
会
か

ら
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
、

県
か
ら
開
発
行
政
の
権
限
移
譲
を

受
け
て
は
ど
う
か
。

権
限
移
譲
が
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
ど
の
程
度
寄
与
す
る
の
か
、

市
に
ど
の
程
度
の
財
政
効
果
が
あ

る
か
、
市
の
事
務
負
担
や
コ
ス
ト

が
ど
の
程
度
増
加
す
る
か
な
ど
を

十
分
に
検
討
し
て
判
断
す
る
必
要

が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
受
け
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

橿原の景観づくりⅡ

一般質問

原
山　

大
亮

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

（
日
本
維
新
の
会
）

本

市

に

お

け

る

教

育

行

政

将
来
を
支
え
る
子
ど
も
達
に

格
差
な
く
教
育
を
提
供
す
る
こ
と

が
、
私
達
の
責
任
と
考
え
る
が
、

本
市
の
教
育
理
念
・
方
針
は
。
国
・

県
の
方
針
に
縛
ら
れ
る
と
聞
く
が
、

特
色
あ
る
教
育
を
で
き
る
の
か
。

本
市
の
指
導
方
針
は
、「
確

か
な
学
力
」「
豊
か
な
人
間
性
」「
た

く
ま
し
い
心
身
」
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。
学
習
指
導
要
領
に
沿

う
為
、
国
や
県
の
考
え
方
も
踏
ま

え
る
が
、「
魅
力
あ
る
園
・
学
校
」

「
開
か
れ
た
園
・
学
校
」「
安
全
・

安
心
の
園
・
学
校
」
が
本
市
の
特

色
で
あ
る
。
教
育
課
程
の
編
成
は

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
が
、
各

園
・
学
校
の
特
色
を
出
す
為
、
特

別
活
動
を
し
て
い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
本
市
の

結
果
は
。

今
年
度
結
果
は
７
月
公
表
の

為
、
昨
年
度
結
果
で
説
明
す
る
。

小
学
校
で
は
国
語
、
算
数
の
平
均

正
答
率
が
低
く
、
特
に
国
語
が
低

い
。
記
述
式
問
題
の
無
回
答
率
が

高
い
。
中
学
校
で
は
国
語
、
数
学

の
両
教
科
と
も
平
均
的
な
状
況
だ

が
、
記
述
式
問
題
で
無
回
答
率
が

高
い
為
、
思
っ
た
こ
と
や
考
え
た

こ
と
を
表
現
す
る
力
を
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
だ
け
で

評
価
す
る
の
は
よ
く
な
い
が
、
結

果
や
課
題
等
を
認
識
す
る
中
で
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
の
学
力

向
上
の
取
り
組
み
は
。

小
中
全
校
で
学
力
テ
ス
ト
結

果
の
分
析
と
今
後
の
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
。
全
職
員
で
共
通
理
解

の
も
と
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

通
塾
す
る
様
々
な
理
由
が
あ

る
が
、
家
庭
の
状
況
等
で
通
塾
で

き
な
い
子
も
い
る
。
子
ど
も
達
の

通
塾
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

個
人
レ
ベ
ル
で
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
全
国
学
習
状
況
調
査

の
結
果
か
ら
、
学
校
単
位
で
通
塾

率
と
学
力
の
相
関
は
把
握
し
て
お

り
、
一
概
に
通
塾
率
が
高
い
か
ら

学
力
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、

通
塾
の
有
無
だ
け
で
学
力
が
決
ま

る
と
は
思
わ
な
い
。
子
ど
も
達
が

同
じ
可
能
性
を
持
つ
為
に
も
、
家

庭
事
情
等
で
教
育
環
境
に
格
差
が

生
ま
れ
な
い
形
が
必
要
で
あ
る
。

様
々
な
改
善
の
形
が
あ
る
が
、
大

阪
市
で
は
、
塾
や
習
い
事
に
使
え

る
ク
ー
ポ
ン
を
助
成
し
て
い
る
。

進
学
に
は
学
校
の
勉
強
だ
け
で
は

足
り
な
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
、

取
り
組
み
は
。

長
期
休
業
中
の
補
習
や
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
等
で
学
力
向
上

に
努
め
て
い
る
。
学
習
習
慣
や
基

礎
学
力
は
、
家
庭
と
学
校
が
協
力

し
て
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

等
し
く
内
容
が
わ
か
る
よ
う
授
業

の
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

平
成
３３
年
１
月
か
ら
セ
ン
タ

ー
試
験
が
廃
止
さ
れ
、
記
述
式
問

題
が
導
入
さ
れ
る
。
将
来
大
人
に

な
っ
て
求
め
ら
れ
る
力
、
本
当
の


